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＜概要＞ 

豊橋技術科学大学、自然科学研究機構分子科学研究所、アイオワ州立大学の研究者らは、

共同で磁場と光の相互作用である磁気光学効果を発現する膜を用いた、集積化可能な Q ス

イッチレーザーのピークパワーを１キロワットまで高めました。さらに、従来不可能と考

えられてきたランダム偏光（無偏光）の光に対しても磁気を使った Q スイッチが有効であ

ることを示しました。集積可能であるため、大量生産により大幅に価格が下がることが期

待できます。 
 

＜詳細＞ 

高出力かつ小型で丈夫なレーザーは、自動車の衝突防止センサーや、医療機器、機械加

工、レーザー点火などで使われ、その活躍の場は現在急激に広がっています。 

 

豊橋技術科学大学、自然科学研究機構分子科学研究所、アイオワ州立大学の研究者らの

グループは、最近開発に成功した迷路状の磁気ドメインをもつ透明磁性材料を用いた薄膜Q

スイッチレーザーの高出力化に成功しました。このレーザーのピークパワーは、1.1キロワ

ットに達しました。これは、同手法を用いた従来報告されていたパワーよりも1桁大きな値

です。本成果は、Scientific Reports に掲載されました。 

 

そのしくみについて、「レーザーを形作る共振器（キャビティー）を、他の制御可能なQ

スイッチ素子では達成が難しい10 mmまで縮めることで、パルス幅を短くしています。」

と本論文の責任著者の後藤助教は、述べています。 

 

同グループは、これまでも、磁気光学効果を使った Q スイッチレーザーを報告してきて

いますが、出力光の偏光状態は、直線偏光に限られていました。今回の研究で初めて、同

構成のレーザーにより、ランダム偏光（無偏光）の出力光も得られることが明らかになり、

これにより扱える光の状態が大幅に広がりました。 

 

さらに今回の研究結果は、ガーネット構造をもつレーザー結晶と、同じくガーネット構

造をもつ透明磁性膜の組合せで実証されました。これにより従来よりも、レーザー結晶と

透明磁性膜の融合が遥かに容易になり、集積化の可能性を大きく高めました。今後、レー

ザー結晶とQスイッチ膜の一体化が進めば、素子1つあたりの価格が大幅に安くなることが

期待されます。 

世界初！磁気を使って小型レーザーで１キロワット出力を達成 

－ランダム偏光に対する磁気を使った Qスイッチを用いて－ 



本研究は、豊橋技術科学大学の森本凌平博士後期課程生、高木宏幸准教授、中村雄一准

教授、リムパンボイ准教授、内田裕久教授、井上光輝教授、自然科学研究機構分子科学研

究所の平等拓範准教授、アイオワ州立大学のプリチャード博士後期課程生、ミナ准教授と

の共同で行ったものです。 
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図１： １キロワットのレーザー尖頭値を実証したドメイン制御型の磁気光学 Q スイッチレ

ーザー。 



 

図２：得られたレーザーパルス幅は２５ナノ秒。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：これまでの磁気光学 Q スイッチレーザーは直線偏光に対してのみ Q スイッチが可能

と考えられてきたが、今回の実証により、ランダム偏光（無偏光）の光に対しても Q スイ

ッチが可能であることが実証された。 
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